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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正すべ

きとの申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS B 8102:2012 は改

正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
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蒸気タービン－受渡試験方法 

Steam turbines-Acceptance test 

 
序文 

この規格は，2022 年に第 1 版として発行された IEC 60953-0 を基とし，技術的内容を変更して作成した

日本産業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

技術的差異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JF に示す。また，附属書 JA～附属書 JE は対応国際規

格にはない事項である。 

1 適用範囲 

この規格は，蒸気タービン及び蒸気タービン設備に関する次の事項の保証値を実証するため，発電用の

過熱及び湿り蒸気タービンの受渡試験の実施，並びに試験結果の計算方法について規定する。 

なお，この規格は，発電用以外の蒸気タービンにも，適用可能である。 

a) 効率保証 

－ タービン室熱効率 

－ 熱消費率 

－ 蒸気消費率 

－ 定格出力 

b) 容量保証 

－ 最大主蒸気流量 

－ JIS B 8101 に適合する指定蒸気条件での最大出力（蒸気流量以外） 

－ 定められた条件下での蒸気タービンの熱負荷容量（原子力） 

c) 機能保証 

－ 調速機及び非常調速機の特性 

この規格は，試験の基本方針，使用計器及び測定方法並びに試験結果の計算方法及び保証値との比較に

ついて規定している。この規格に規定していない複雑な要求，又は特殊な要求がある場合は，試験方法に

ついて，契約前に受渡当事者間で協定しなければならない。特に，次に掲げる項目については，契約時に

早期に考慮する。 

－ この規格にない試験 

－ 保証項目の成文化 

－ 試験の事前計画（4.1） 


